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1.	 はじめに 
近年、ツイッター上の流言が問題視され、様々な分野でツイッ

ター上の流言を対象とした研究が行われている。流言とは、誤っ

た情報や根拠のない情報が人づてに多くのユーザに伝えられる

現象である。流言現象は様々な要因が複雑に影響し合っており、

多角的な視点で研究する必要がある。しかし、ツイッター上の流

言研究は、ツイッターという媒体そのものに着目した研究は乏し

い。そのような中で池田らはユーザのふるまいやフォロー機能を

再現した流言伝播モデル(池田モデル)を構築し、特定の流言事例

に類似するシミュレーション結果を示している
[1]
。しかしこの研

究は流言伝播の再現が目的であり、ツイッターの機能と流言伝播

との関係性には視点を置いていない。つまりツイッターが機能の

面で流言が伝播しやすいメディアか明らかにされていない。	 

そこで、本研究ではツイッターの機能がどのように流言伝播に

関与するのか検証を行う。方法としては、池田モデルにツイッタ

ーの機能を追加で実装する。この上で(株)構造計画研究所の

artisoc4.0 を利用したシミュレーションを行い、ツイッターの特

徴的機能が流言伝播にどのような影響を及ぼすのか検討する。	 

2.	 先行研究(池田の流言伝播モデル)	 
[池田	 2016]はツイッター上の流言伝播現象を再現を目的とし

たモデル構築を行っている。このモデルではユーザのふるまいと、

MoT(Motivation	 of	 Tweet)モデル、状態遷移(ORS)モデルによっ

て流言伝播現象を表現している。	 

ユーザのふるまいについて、ユーザにはパレート分布に従った

リンク数とリンクしやすさの値が設定され、その値を元にネット

ワークを構築する。このフォロー・フォロワー関係を模したネッ

トワークを経路にして、フォロー先から情報を受け取る。受け取

ると MoT モデルの式で計算を行い、計算結果によって ORS モデル

に従い状態遷移する。遷移した状態によって情報を発信する。発

信される情報は流言と訂正情報の 2種類がある。訂正情報は流言

とはトピック値(伝播しやすさ)と伝播が開始されるタイミング

が異なる。トピック値は基本的に流言より高く設定され、伝播さ

れるタイミングは流言から遅れる。	 

MoT モデルでは式(1)と表 1 のパラメータに従って、ツイッター

ユーザのつぶやき欲求を計算する。このモデルでは計算結果がし

きい値を越えるとユーザがつぶやくことを定義している。	 

状態遷移モデルはユーザの状態と状態遷移の条件を定義する

モデルである。このモデルでは情報未受信者、情報受信者、情報

送信者の状態を定義している。ユーザは MoT モデルの計算結果に

従い、各状態に変化する。	 

3.	 本研究で検討する機能	 
本研究では、池田モデルをベースに、リツイート機能(RT 機能)、

リンク機能、情報環境機能の 3つを実装する。リンク機能は 2種

類あり、池田モデルにはツイッターのリンク機能を再現したフォ

ロー機能が既に実装されている。その比較対象として、新たに相

互リンク機能を実装する。	 

RT 機能では、ユーザが RT を受信する際の影響とユーザが RT す

る条件を定義している。この定義に従いユーザは所定の期間内で

受け取ったツイートの中で最も影響度の高いツイートを RTする。	 
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リンク機能では、リンクを構築する際のユーザのふるまいを定

義している。この定義に従い、フォロー機能ではユーザは一方向	 

的に相手ユーザとリンクする。相互リンク機能ではユーザ同士が

必ず相互にリンクする。このリンク機能によって形成されるのは

単純なスケールフリーネットワークである。本研究では各リンク

機能の影響を比較するため、リンク機能とそれに関するユーザの

ふるまい以外の点で、ネットワーク形成に関する操作を行わない。	 

情報環境機能では、ツイッターの情報環境から受け取る情報の

種類の影響を定義する。この定義に従いユーザは訂正情報を受け

取ることで流言の MoT が減衰する。	 

4.	 シミュレーション	 
各機能の影響を調査するため、RT 機能の有無、リンク機能の種

類、情報環境機能の有無の組み合わせ計 8条件を設定し、条件ご

とに流言発信者比率と訂正情報発信者比率にどのような違いが

現れるか検証した。また、リツイート機能とフォロー機能がある

条件をツイッターモデルとして、相互リンク機能かつリツイート

機能がない条件を他の SNSを抽象的に再現したモデルとして設定

し、各モデルを比較した。	 

以下のような結果を得た。RT 機能がある場合、流言発信者比率

が高い一方で、訂正情報発信者比率は他の機能により RT 機能の

有無の影響が変化することが示された。フォロー機能は相互リン

ク機能よりも訂正情報発信者比率が低かった。情報環境機能があ

る場合、全ステップ間の平均流言発信者比率は低い一方で、訂正

情報発信者の比率は大きな差は生じなかった。ツイッターモデル

と他 SNS モデルの比較では、ツイッターモデルの方が流言発信者

比率が高い一方で、訂正情報発信者比率が低い傾向が示された。	 

このことから、流言情報を促進する機能は必ずしも、後に発信

される訂正情報伝播を促進する機能ではないと考えられる。また、

ツイッターモデルの結果からツイッターは流言伝播の促進に限

らず訂正情報伝播を促進しない、という点でも流言現象に貢献す

るものと考えられる。	 

5.	 まとめと今後の課題	 
本研究からツイッターの各機能と流言と訂正情報の関係性に

関する知見が得られた。またツイッターの機能を再現したモデル

は、流言に偏って伝播を促進することが示された。今後は、各機

能の影響を実際のツイッター機能の影響に近づけ、流言伝播との

関係性をより詳細に明らかにする。	 
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